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2026年５月 15日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 秋 川 牧 園 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  秋 川  正 

  （コード番号：1380 東証スタンダード） 

問合せ先  取締役経営管理部長  原田  良人 

  （ T E L  0 8 3 - 9 2 9 - 0 6 3 0 ） 

 

特別損失及び法人税等調整額の計上 

並びに 2026年３月期 通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）において、下記のとおり特別損失（減損損

失、関係会社株式評価損）及び法人税等調整額を計上いたしました。また、2025年５月 14日に公表

しました 2026 年３月期通期業績予想と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．減損損失の計上（個別・連結） 

当社の食品を中心とした個人向け宅配事業（直販事業）について、事業環境の変化を踏まえ、収益

性及び今後の見通しについて慎重に検討した結果、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、94

百万円の減損損失を計上いたしました。今後は会員様限定商品の投入、ＥＣサイトのユーザビリティ

改善、ブランドコンセプトを軸にしたコミュニケーションの充実など、事業競争力の強化に取組み、

売上拡大と収益性向上に努めてまいります。 

また、鶏肉の生産・販売を行う中国の子会社秋川牧園（常州）有限公司においても、中国国内の経

営環境の変化を踏まえ、固定資産の回収可能性を検討した結果、48 百万円の減損損失を計上いたし

ました。今後は、鶏の生産成績向上による生産効率の改善に加え、既存取引先の拡販及び新規開拓を

強化し、売上拡大と収益性向上に努めてまいります。 

 

２．関係会社株式評価損の計上（個別） 

 上記子会社における減損損失の計上に伴い、同社株式の実質価額が著しく低下したため、個別決算

において関係会社株式評価損 97 百万円を特別損失として計上いたしました。なお、当該関係会社株

式評価損は、連結決算においては消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

３．法人税等調整額の計上 

 2026 年３月期及び今後の業績動向等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、繰延

税金資産を追加計上することといたしました。これにより、2026 年３月期連結累計期間において、

法人税等調整額（益）42百万円を計上いたしました。 
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４．2026年３月期通期業績予想数値と実績数値との差異（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

（１）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

８，３６０ 

百万円 

１０２ 

百万円 

１２０ 

百万円 

７０ 

円 銭 

１６．９０ 

実績値（Ｂ） ８，２８３ １４３ １８６ ２１ ５．２３ 

増減額（Ｂ－Ａ） △７７ ４１ ６６ △４８  

増減率（％） △０.９ ４０．２ ５５．７ △６９．１  

（ご参考） 

前期実績（2025 年３月期） 
７，９５７ △３ ５１ ２８ ６．７６ 

 

（２）個別 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

８，１６０ 

百万円 

１２０ 

百万円 

８０ 

円 銭 

１９．２８ 

実績値（Ｂ） ８，０８３ １５８ △２０ △５．０４ 

増減額（Ｂ－Ａ） △７７ ３８ △１０１  

増減率（％） △０.９ ３１．７ －  

（ご参考） 

前期実績（2025 年３月期） 
７，７２７ ５４ ３７ ９．０７ 

 

（差異の理由） 

売上高につきましては、冷凍加工食品の販売が堅調に推移したものの、直販事業において消費者

の節約志向の高まりなどを背景に、新規会員数の減少及び注文率の低下により、当初予想を下回り

ました。 

営業利益につきましては、冷凍加工食品の販売増加に加え、間接部門における人件費及び経費が

想定を下回ったことから、当初予想を上回りました。 

経常利益につきましては、上記の増加要因に加え、行政からの雇用奨励金の営業外収入などによ

り、当初予想を上回りました。 

当期純利益につきましては、減損損失（個別・連結）の計上及び関係会社株式評価損（個別）の

計上により、当初予想を下回りました。 

 

以 上 


